
平成30年度公共事業事後評価（農業農村整備事業）

中山間地域総合整備事業

中伊豆やすらぎ地区

経済産業部 農地局 農地保全課



位置図／事業概要／事業の目的・必要性

伊豆市（旧中伊豆町）の概要
 人口：7,161人
 主産業：農林業
 農家数：615戸
 主要作物：米、わさび、しいたけ

現状
〇農地が小区画で、農道が未整備
〇用水施設の老朽化により管理に支障
○農業と観光との連携が不十分

世界農業遺産わさび特別栽培米伊豆の恵

伊豆市（旧中伊豆町）



恵み豊かな水とやすらぎの郷づくり
（自然・農業・観光の連携による地域活性化）

活性化構想

「農業と生活の恵みの郷づくり」
地域に密着した清流と伝統的な農村風景の保全

「交流拠点づくり」
地域住民・都市住民との活動・交流拠点づくり

「川と清流の恵みの郷づくり」
自然の恵みに触れ楽しめる場づくり

「森と緑の恵みの郷づくり」
わさび田等での自然・農業体験活動の推進

「農業生産基盤整備」
農業生産力強化と
農村景観の保全

「農村生活環境整備」
地域住民の活動拠点、

都市農村交流の情報発信、
農業体験等、活動拠点づくり

中伊豆町まちづくり懇談会
中伊豆町グリーンツーリズム推進協議会、農協、観光協会、商工会、山葵組合、行政等

実施計画

事業概要／事業の目的・必要性

中山間地域総合整備事業

「中伊豆やすらぎ地区」

「農業生産基盤」

・ほ場整備農地

「農村生活環境」

・中伊豆ワイナリー

・下白岩ジオサイト

・萬城の滝

…など

「既存資源」

「関連他事業」
自然農業体験活動拠点づくり



既存施設

中伊豆ワイナリー

事業概要／事業の目的・必要性

【生産基盤】

農道整備
ほ場整備
用水路整備

萬城の滝

ジオサイト「下白岩」

【生活基盤】

交流拠点
農村公園

【生活基盤】

活動・交流
拠点

「季多楽」

体験農園

キャンプ場

関連事業

本事業



＜事業概要＞

位置図

施工箇所：伊豆市
受益面積：７６.２ha
工 期：平成12年度～平成24年度
事 業 費：１，３６８百万円
事業内容：農業用水路 L=1,123m（8路線）

農道 L=2,630m（8路線）
ほ場整備 A=1.6ha（1箇所）
集落道 L=570m（3路線）
集落排水 L=248m（2路線）
農村公園 N=2箇所
活性化施設 N=1箇所

事業概要／事業の目的・必要性

活性化施設

農道



食料安定供給確保効果
（作物生産・国産農産物安定供給・品質向上・

営農経費節減・維持管理費節減・走行経費節減）

農村振興効果
（生活環境改善・災害時の避難地確保）

多面的機能発揮効果
（都市・農村交流促進）

総便益：33.87億円

総費用総便益比
B(総便益：52.73億円)/C(総費用：31.72億円)=1.66

総便益：11.44億円

総便益： 7.42億円

事業の効果等
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（旧中伊豆町集計）

H28 認定

事業の効果等【食料安定供給確保効果】
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事業実施による水田労働時間（年）
（徒歩・小型機械→トラック・大型機械）

６９６時間/ha

２３５時間/ha

６６％節減

時間/ha

特別栽培米
伊豆の恵

未舗装・狭小で農産物等の搬入・搬出に
多大な労力が必要

農道（整備前）

拡幅改良により機械搬入が可能となり
省力化された

農道（整備後）



■ 水稲専作
受益地内には４名の認定農業者
（平均経営面積1.8ha）
事業完了後（H25～）着実に集積が促進

■ わさび＋水稲複合経営
受益地内には５名の認定農業者
（平均経営面積0.5ha）
事業により水稲作業省力化され、
主体のわさび栽培へ労力移管0.0

0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0

A氏 B氏 C氏 D氏

経
営
面
積

認定農業者集積状況（ha）
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ほ場整備区域内では機械化が可能に

事業実施による環境の変化【農業生産力の強化】

受益地内の不作付け農地は、
わずか１.３％！



農村体験
都市農村

交流

情報発信

企画・調整

農産物

直売・加工

事業の効果等【多面的機能発揮効果（都市・農村交流促進）】

活性化施設
「季多楽(きたら)」

農業と観光との連携

・農業者
・農業団体
・地域住民

・中伊豆ワイナリー
・JA伊豆の国
・中伊豆山葵組合
・伊豆市観光協会中伊豆支部

・伊豆市

生産基盤整備された
農地を活用

観光拠点施設
（ワイナリー等）と連携

農産物

地域情報

観光企画

販売情報

農業
農地、地場産品、農村景観
などの地域資源

観光

中伊豆農山漁村振興推進協議会
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活性化施設「季多楽」利用者数推移

計画利用人数

１６,８００人/年

年間3万８千人超の利用者があり増加傾向！
（当初計画[１万６千人]の約２倍の実績）

・地域住民、都市住民の交流拠点
・グリーンツーリズムの情報発信・活動拠点
・地場産品供給（販売）拠点

として定着

事業の効果等【多面的機能発揮効果（都市・農村交流促進）】

「季多楽」イベント「地産地消フェア」

Ｈ28年度実績

３８,８８８人/年

地場産品販売の盛況ぶりを伝える地元紙
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活性化施設「季多楽」販売額推移

朝採り野菜の直販

・年間２千８百万円の販売額
（開設時の２.５倍に拡大）
→農業者の所得向上に貢献

・地元特産物の販売・加工が可能となり、
地産地消・６次産業化のシステムの構築
→安定経営により地元雇用に貢献

事業実施による環境の変化【農村生活環境の変化】

Ｈ28年度実績

２,８００万円/年

開設当初

１,１００万円/年

地元素材を使用した加工品の販売



社会経済情勢等の変化【地域経済の動向】

「中伊豆ワイナリー」連携の農ツアー

「日本一の水わさびの邑」

「下白岩」ジオサイト（伊豆市）



○継続的に「中山間地域総合整備事業みらい伊豆地区」でわさび田の生産基盤整備を実施中
世界ブランドとなった「わさび」を活かし観光との更なる連携強化を図る。
→体験や見学など生産者と観光客をつなぐ新たな仕組みづくり

○県内の中山間地域においても、地元の意向を踏まえて、多様な地域資源を活用した農村振
興、地域活性化に取り組んでいく。

○地域の特産であるわさびの生産力強化に向け、営農の省力化に寄与するほ場内作業道
（モノレール）の整備など地域特性を踏まえた基盤整備が必要

今後の課題等

同種事業への反映等

○農道、ほ場整備など生産基盤整備により営農労力の軽減、品質の向上が図られ、大豆や地
域ブランド米「伊豆の恵」の栽培が広がる等、特色ある農業が継続的に行われている。

○活性化施設を活用した加工・販売や６次産業化への取組などにより、売上増、所得向上が
図られ、地域経済の活性化に貢献している。

事業効果は発現しており改善措置の必要はない

評価結果

対応方針(案)
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